
令和 7年度【コミュニティ・スクール】 基山小学校だより 

 

 

 

 

 
梅雨に入りました。雨と蒸し暑い日が続きます。少しの晴れ間でも子どもたちは運動場で元気に遊ん

でいます。 

今週から暑さ指数計を常時設置することにしました。今週の月曜日の１２時過ぎは指数が２６．５で

大丈夫でしたが、教室ではエアコンを使用しています。熱中症には十分気を付けないといけません。子

どもたちは夢中になって遊んでいると水分補給を後回しにしたり、無理をしたりします。水筒をもって

遊びに行くようにしたり、昼休みの外遊びの時間を短縮したりします。暑さ指数（WBGT）が２８を超え

ると休憩を兼ねた給水タイムを昼休みの中頃で設定するなどの措置を取ります。暑さ指数３１以上では

外に出ること自体を禁止して（体育も含む）、涼しい室内で過ごすような手立てを講じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ５月は３種類の避難訓練を行 

いました。 

5/19(月) 不審者対応避難訓練 

 東京の立川市の小学校での事件は記憶に新しいと 

 思います。２年１組に不審者が侵入し、不審者に 

は、まず、担任が、そして他の職員が駆けつけて 

対応する教職員の訓練と他の学級の動きを確認し 
ました。また、ネットランチャーも使用し、不審 
者確保の訓練も行いました。 
タイムリーな時期でしたので、民放５局と NHK、 
新聞３社の取材がありました。  

5/21(水) 垂直避難訓練 

基山小学校は大雨の際の浸水地域に指定されてい 

るため、年に１度はこの訓練を行います。 

１階教室の学級は２階に避難します。対策本部を 

職員室から２階の図書室に移動させ、避難後は全 

児童の点呼を行います。  
5/30(金) 災害時の児童生徒の保護者への引渡訓練 

大雨等の災害が発生し、自力での帰宅が困難という状況を想定しています。お子様のお迎えを保護者様に

お願いすることになりますが、兄弟姉妹関係で保護者様が基山中と基山小の両方に迎えに来ていただくと

混乱することが予想されます。そこで妹や弟が基山小にいる中学生は基山小に移動し、保護者様のお迎え

を待つという訓練です。中学生は一番下の弟や妹の教室内に待機し、静かにお迎えを待ちます。基山町３

校で同時に実施しました。中学生の訓練時の態度は立派なものでした。 

 基山小 HP ココをタップしてください→ https://www.education.saga.jp/hp/kiyama-e/ 

              

 

 

学校教育目標  「○きたえ  ○やりぬき ○まなびあう」 

～夢いっぱい基山っ子！ 笑顔であいさつ・笑顔でありがとう～ 

令和７年６月１８日 

基山町立基山小学校 

校長  天野 雄二 

☎92-2431 

第４号 

７月の行事予定 

１日(火) 特別校時 ５時間授業 安全点検の日  

 ２日(水) 全校集会 

 ３日(木) フッ化物洗口 英検 IBA(６年) 

 ８日(火) クラブ活動 

１０日(木) フッ化物洗口  

１１日(金) なかよしタイム⑤ 

１５日(火) スクールカウセリング 地区児童会② 

５時間授業 

１６日(水) ４時間授業 学級懇談会 

１７日(木) ５時間授業 給食最終 

１８日(金) 終業式 ３時間授業 下校 11：30 

２８日(月) 個人懇談会（希望者）～３０日(水) 
 

※8/1(金) オンラインミーティング 

☆ヤングケアラーご存じですか？ 

「ヤングケアラー」とは、本来、大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子ども（１８

歳以下）のことです。 責任や負担の重さにより、学業、友人関係などに影響が出てしまうことがあります。また、不登

校の要因でもあります。ヤングケアラーは、家庭内のデリケートな問題があり、本人や家族にも自覚がないため表面化

しにくいと言われています。 以下がその原因です。 

○家族の病気や幼い弟、妹の世話を大人がしていないのを知られたくない 

○言ってもわかってもらえないと相談をあきらめる 

○「家族の世話をするのは当たり前だから」とお手伝いの範囲を超えていることに気づかない 

2022年１月に小学生、大学生を対象に調査が行われ、小学 6年生の 6．5パーセント（約 15人に 1人）、大学 3年

生の 6．2パーセント（約 16人に 1人）が、世話をしている家族が「いる」と回答し、話題を集めていました。 

ヤングケアラーのいちばんの問題は、家族のケアが長期化することで自立が遅くなったり、自立ができなくなっ
たりしてしまう可能性もあることです。だからこそ、まわりが気づき、声をかけ、手を差し伸べることが大切です。 
 

佐賀県ヤングケアラー専用ダイヤル ０９０－９７１７－０５６６ （月、水、金 11時～18時）  

☆避難訓練 

 

https://www.education.saga.jp/hp/kiyama-e/


 

 

前日まで雨だった天気が４日には晴天となり、予定通りの活動

ができました。背振少年自然の家は標高 600ｍで、気温が５，

６度低いこともあり、熱中症の心配もなく快適に過ごすことが

できました。夜のキャンプファイヤーの出し物は、ダンスあり、

クイズ大会、怪談などどれも工夫を凝らした出し物で、大いに

盛り上がりました。 

 

                     ３年生の水泳 

の学習が始まりました。今年度から、小郡イトマンスイミン 

グスクールで学習します。スイミングの指導者は水泳の指導、 

教師は評価に徹しています。この取組の利点の１つは子供た 

ちの能力にあった指導が行えること、班ごとの指導内容もグ 

ループごとに異なり、専門的な指導を受けられることです。 

何よりも、子供たちが楽しく泳いでいたことが印象的でした。 

 

 

６年生は社会科の歴史学習の一貫としての見学です。ガイドさんの説明 

を受けて学習した後に、グループごとにフィールドワーク形式でチェッ 

クポイントを回りながら、調べたことをメモしていました。弥生くらし 

館前で昼食をとった後は、勾玉つくりでした。 

見学だけでなく、みんなで電車に乗って行ったのもいい経験になったこ 

とと思います。 

 

 

毎年恒例のスポーツテスト（新体力テスト）を行いました。 

右の写真は２０ｍシャトルランの様子です。５・６年生は 

１・２年生の補助も頑張りました。 

 

 

                リモートで開催しました。 

人権とは「自分のことを好きになること」「あなたが人間らしく、あなた

らしくいきること、そして、基山小の子供たちも、お家の人も先生たちも

みんなに人権があります」と担当の先生が人権について低学年の子供たち

にもわかるように話をしてから始まりました。 

 どの学級も話を真剣に聞いていました。集会の後は学級ごとに人権につ

いて考える時間を設けました。 

                  第１回目の代表委員会が開催されました。児童会主催の行事の確認 

と各委員会の活動の承認です。この日のために、６年生の運営委員

さんは、休み時間を使い、話合いの準備、代表委員会の運営の練習など、一生懸命に取り組んでいました。

その成果が十分に表れ、建設的な意見が多かったのが印象的でした。運営委員さん、ありがとうございまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 
 

議長団（６年運営委員）               代表委員会の様子 

☆人権集会 5/14 

 

☆スポーツテスト 5/15・16 

 

☆代表委員会 5/13 

 

☆水泳授業スタート 5/28 

 

☆吉野ケ里見学 5/23 6 年 

 

☆宿泊体験学習 6/4～5 5 年  

 

 


